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掲示文兼入札説明書 
 
小川駅西口地区市街地再開発組合の「小川駅西口地区市街地再開発事業に係る（仮称）小川にぎわい

広場実施設計業務」に係る手続き開始の指名競争入札等については、関係法令に定めるもののほか、こ

の掲示文兼入札説明書によるものとする。 

なお、本件は、参加表明書（添付資料を含む。以下同じ。）を受け付け、価格と価格以外の要素を総

合的に評価して落札者を決定する総合評価方式の業務である。 

 

１．手続開始の掲示日 令和 5年 4月 14日（金） 

２．発注者 小川駅西口地区市街地再開発組合 

      理事長 有限会社 アーチス 代表取締役 中村 達良 

      東京都小平市小川西町 4-14-27 NMCビル 2階 

３．業務概要 

 （１）業務名 

  小川駅西口地区市街地再開発事業に係る（仮称）小川にぎわい広場実施設計業務 

 （２）業務内容 主な業務内容は以下のとおりである。 

   ①計画条件の検討 ④パース図の作成 

   ②実施設計図の作成 ⑤関係機関協議 

   ③工事費の積算 ⑥打合せ協議    

（３）業務の詳細な説明 

    別紙１「機密保持に関する確認書」提出者に配布する「業務委託仕様書」（以下「仕様書」と

いう。）記載のとおり。 

    仕様書については、本業務の参加希望者に対し、令和 5年 4月 17日（月）から令和 5年 4月

21日（金）の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午前 10時から午後 4時まで（ただし正午

から午後 1時の間は除く）以下の場所で交付する。なお、交付に際しては、あらかじめ交付希

望日時を連絡の上、記名押印した「別紙１ 機密保持に関する確認書」が必要となるので持参

すること。 

    〒187-0035 東京都小平市小川西町 4-14-27 NMCビル 2階 

    小川駅西口地区市街地再開発組合 事務局 

    電話 042-386-4625 

 （４）成果品 

    仕様書のとおり。 

 （５）履行期間 令和 5年 6月 2日から令和 6年 2月 29日まで 

 （６）履行場所 東京都小平市 

４．指名されるために必要な要件 

 （１）入札参加者に要求される資格 

    ①参加表明者 

     次に掲げる全ての条件を満たしている企業（資本関係にあるグループ会社および協力会社

との共同参加は可）であること。 

     イ）令和 5年 3月 31日までに、以下のいずれかの業務（下請けによる業務の実績を含む。）

の実績を有すること。 

・1000㎡程度の広場や公園等の実施設計業務 

・施設利用者の意見徴収のために開催したワークショップでのファシリテーター 

     ロ）暴力団又は暴力団員が実質的に経営を支配する者又はこれに準ずる者でないこと。 

  



 
 

 

５．総合評価に関する事項 

 （１）総合評価の方法 

    ①技術提案書の内容に応じて以下イ、ロの評価項目毎に評価を行い、技術評価点を与える。 

     イ）企業の経験及び能力 

     ロ）実施方針 

     ハ）評価テーマに関する技術提案 

     技術評価点＝３０点×（技術点／技術点の満点） 

     技術点＝イ・ロ・ハに係る評価点 

    ②価格評価点の評価方法は以下のとおりとする。 

     価格評価点＝７０点×（１－入札価格／予定価格） 

    ③総合評価は、入札者の申し込みに係る上記イ、ロ、ハにより得られた技術評価点と入札者の

入札価格から求まられる価格評価点の合計値（以下「評価値」という。）をもって行う。 

 （２）落札者の決定方法 

    入札参加者は「価格」と「企業の経験及び能力」及び「実施方針」をもって入札を行い、入札

価格が当再開発組合であらかじめ作成した予定価格の制限の範囲内である者のうち、上記（１）

によって得られる評価値の最も高い者を落札者とする。 

    なお、評価値の最も高い者が２者以上あるときは、くじ引きにより落札者となるべき者を決定

する。 

 （３）技術点を算出するための基準 

    参加表明書の内容の、以下の評価項目についてそれぞれ評価を行い、技術点を算出する。 

 判断基準 評価 

業務の実績 

（別記様式２） 

業務実績として認められる実績について、１実績あたり１

点とする。 

５ 

実

施

方

針 

業務理解度 

（別記様式３） 

業務の目的、条件、内容の理解度が高く、業務実施上の配

慮事項に関して的確に把握されている場合に優位に評価

する。 

５ 

実施体制 

（別記様式３） 

担当予定者の経験、人数、協力体制など業務を遂行するう

えで的確に体制が確保されている場合に優位に評価する。 

５ 

評価テーマ 

（別記様式４） 

技術提案について、的確性（与条件との整合性が取れてい

るか等）、実現性（提案内容が理論的に裏付けられており、

説得力のある提案となっているか等）及び実現手法を考慮

して総合的に評価する。 

１５ 

技術点合計 ３０ 

６．連絡先 

  〒187-0035 東京都小平市小川西町 4-14-27 NMCビル 2階 

  小川駅西口地区市街地再開発組合 

事務局 電話 042-386-4625 電子メールアドレス ogawa-sta.west@outlook.jp 

７．参加表明書の提出等 

 （１）本競争の参加希望者は、次に従い、参加表明書を提出しなければならない。 

なお、期限までに参加表明書を提出場所に到達しなかった場合は指名されない。また、指名さ

れなかった場合には、本競争に参加することができない。 

    ①提出期間 令和 5年 4月 24日（月）から令和 5年 5月 1日（月） 

    ②提出場所 ６に同じ。 

    ③提出方法 すべての必要書類を提出場所に事前連絡の上、持参もしくは簡易書留(レターパ

ック)により郵送すること。  



 
 

 

（２）参加表明書は、別記様式１から別記様式４までにより作成すること。 

（３）参加表明書は、次に従い作成すること。 

  ①企業の経験及び能力 

  ②実施方針 

   業務の理解度及び実施体制については、別記様式４に記載すること。 

  ③評価テーマに関する技術提案 

    評価テーマに関する技術提案は、別記様式５に記載すること。記載にあたっては、１テーマに

ついてＡ４判１枚とする。 

（４）その他 

   ①提出部数は１部とする。 

   ②参加表明書の作成及び提出に係る費用は提出者の負担とする。 

   ③提出された参加表明書は、返却しない。 

   ④再開発組合は、提出された参加表明書を入札参加者の選定以外に提出者に無断で使用しない。 

   ⑤受領期間以降における参加表明書の差替え及び再提出は認めない。 

   ⑥参加表明書に関する問い合わせ先 ６に同じ 

８．掲示文兼入札説明書に対する質問 

 （１）この掲示文兼入札説明書に対する質問がある場合においては、次に従い、書面（様式は自由）

により提出すること。 

   ①提出期間 令和 5年 4月 24日（月）から令和 5年 4月 26日（水） 

   ②提出場所 ６に記載の電子メールアドレスにメールすること。 

 （２）（１）の質問は、令和 5年 4月 28日（金）までに、本業務の参加希望者（仕様書の受領者）全

員にメールで回答する。 

９．入札の日時、場所及び方法 

 （１）日  時 令和 5年 5月 26日（金）午前 10時から午後 4時まで 

（ただし正午から午後 1時の間は除く。） 

 （２）場  所  ６に同じ。 

 （３）入札方法 入札書は別記様式５により作成し、提出場所に事前連絡の上、持参もしくは簡易書

留（レターパック）により郵送すること。 

10．公正な入札の確保 

 入札参加者は公正な入札の確保に努めなければならない。 

（１）入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22年法律第 54号）等に

抵触する行為を行ってはならない。 

（２）入札参加者は、入札に当たっては、競争を制限する目的で他の入札参加者と入札価格又は入札意

思についていかなる相談も行わず、独自に価格を定めなければならない。 

（３）入札参加者は、落札者の決定前に、他の入札参加者に対して入札価格を意図的に開示してはなら

ない。 

11．入札の無効 

 手続き開始の掲示に示した指名されるために必要な要件のない者のした入札、参加表明書に虚偽の

記載をした者のした入札は無効とし、無効の入札を行った者を落札者としていた場合には、落札決定

を取り消す。  



 
 

別紙１ 

令和 年 月 日 

小川駅西口地区市街地再開発組合 

理事長 有限会社アーチス代表取締役 中村 達良 殿 

 

（住  所） 

（会 社 名） 

（代表者名）            印 

 

機密保持に関する確認書 

 

当社は、「小川駅西口地区市街地再開発事業に係る（仮称）小川にぎわい広場実施設計業務」への参加

検討のため、貴組合より開示される詳細情報について、以下の各条項に従い取り扱うことに同意します。 

１．当社は、貴組合より開示される詳細情報に関する資料、図面、データその他の情報及び閲覧資料、

その他（以下「機密情報」という。）について、その機密を保持し、善良なる管理者の注意義務を

もって管理するものとします。 

２．当社は機密情報を本件参加検討以外の目的には使用しません。また、本確認書の存在及び内容に関

し貴組合と当社の間で検討が行われている事実についても機密情報として扱い、本確認書に定め

る機密保持義務を負うものとします。 

３．当社は、貴組合の書面による事前の許可なくして機密情報を第三者に開示しないものとします。た

だし、次に該当する場合についてはこの限りではありません。 

  イ）司法機関又は監督当局を含む行政機関の法的手続き、指導、要求等により機密情報の開示を請

求された場合 

  ロ）当社との資本関係にあるグループ会社、および協力会社と共同で本件に参加検討し、前述の関

係各社へ機密情報を開示する場合 

４．当社は、本件参加検討が終了した場合又は本件参加検討のために必要な合理的期間が経過した場合

には、貴組合より開示された資料、図面、データその他の情報及び資料を直ちに貴組合に返還し又

は破棄するものとします。 

以上 

（担当者連絡先） 

 

部  署 

  

氏  名 

 

 

電 話）              電子メールアドレス）                

 

  



 
 

別記様式１ 

 

参加表明書 

 

令和 年 月 日 

 

 

小川駅西口地区市街地再開発組合 

理事長 有限会社アーチス 代表取締役 中村 達良 殿 

 

 

 

（提出者） 

住  所 

会 社 名 

代表者名                        印 

 

 

（連絡先） 

部 署 

氏 名 

電 話）              Ｅメールアドレス）             

 

 

令和 5 年 4 月 14 日付けで手続き開始の掲示のありました「小川駅西口地区市街地再開発事業に係る

（仮称）小川にぎわい広場実施設計業務」に係る指名競争に参加を希望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

別記様式２ 

 

・企業の経験及び能力 

1000 ㎡程度の広場・公園等の実施設計業務、または施設利用者の意見徴収のために開催したワーク

ショップでのファシリテーターの受託実績を記載ください。 

実績１ 

①事 業 名 

②所  在 

③業務内容 

④規  模 

実績２ 

①事 業 名 

②所  在 

③業務内容 

④規  模 

実績３ 

①事 業 名 

②所  在 

③業務内容 

④規  模 

実績４ 

①事 業 名 

②所  在 

③業務内容 

④規  模 

実績５ 

①事 業 名 

②所  在 

③業務内容 

④規  模 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

別記様式３ 

 

・実施方針 

業務の実施方針（業務理解度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１．実施体制図には、担当予定者の氏名、経験年数、本業務での役割を記載ください。 

注２．記載に当たっては、Ａ４判１枚に記載してください。 

 

  



 
 

別記様式４ 

 

・評価テーマに関する技術提案 

評価テーマ： 

（仮称）小川にぎわい広場の「素案」についてアンケートを実施した結果、幅広い世代から回答（別

添資料参照）を得ていることを踏まえ、実施設計の実施に際して重視すべき事項や、市民意見を実現

するためのアイデアを提案してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）評価テーマに対する業務の実施に係る提案として、その取り組み方法を具体的に記載してくださ

い。 

注２）記載にあたっては、Ａ４判１枚に記載してください。 

 

 

  



 
 

別記様式５ 

会社名                 印  

 

入札価格の内訳書 

（標準記載例） 

業務名称：小川駅西口地区第一種市街地再開発事業に係る（仮称）小川にぎわい広場実施設計業務 

項目 種別 業務実施金額①＝②+③ 備考 

 
うち自社実施 

金額② 

うち再委託予定 

金額③ 

直接人件費 

 

諸経費 

 

 

 

 

技術等経費 

 

特別経費 

 

 

 

直接経費 

 

間接経費 

    

合計     

註１．業務費用の算定 

   ・業務費用＝業務価格+消費税相当額 

   ・業務価格＝直接人件費+直接経費+諸経費 

   ・消費税相当額＝業務価格×消費税率（10％） 

註２．直接人件費の算出根拠 

   ・本業務に必要な業務量（人・日）を想定し、直接人件費を計上すること。 

註３．経費の積算 

  ①直接経費 

   ・業務上必要な事務用品費、旅費交通費、その他直接経費の実費を計上すること。 

  ②諸経費の積算 

   ・諸経費＝直接人件費×諸経費率（110／100） 

 






